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世界はアメリカを最大の脅威と見なし、

中国を好意的にみている 
 
大規模におこなわれた世界的な調査によると、ほとんどの国の人々がアメリカ
を世界最大の脅威と見なし、中国をアメリカより好意的にみていることがわか
りました。これらは EUが支援する「民主主義認識指数」の結果です 
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Major study shows world sees USA as biggest threat, and prefers China - Geopolitical 

Economy Report 
 
約 100 か国の数万人を対象に調査された包括的な世界調査では、大多数の人々
がアメリカを世界最大の脅威と見なしていることがわかりました。 

同時に、ますます多くの国が中国をアメリカより好むと言っています。特にグ
ローバルサウスで中国の支持率は劇的に上昇しており、米国への支持は急落し
ています。 

これらは、アライアンス・オブ・デモクラシーズという団体が毎年実施する
2026 年民主主義認識指数の結果です。 
民主同盟は「親中」や「反米」と非難されることはありません。この組織は、
NATOの元事務総長であり、デンマークの右派元首相であるアンダース・フォ
グ・ラスムッセンによって設立されました。 

また、ヨーロッパの政府機関、主要な米国企業、米国政府関連団体、さらには
台湾からも資金提供を受けています。 



民主同盟の資金提供を行う組織には、パランティア、マイクロソフト、EUの
欧州民主基金、右派のアトラス・ネットワーク、米国政府支援のフリーダムハ
ウス、台湾民主主義財団などがあります。 
これらの関連性にもかかわらず、同グループの 2026 年民主主義認識指数は、
ワシントンの強硬派や冷戦戦士を激怒させるであろう結論に至りました。 

世界への最大の脅威はどの国か 

 
米国    ロシア 中国 イスラエル イラン 

 

調査では、84か国の 23,968 人に対し、どの国を「世界最大の脅威」と考え
るかを尋ねました。 

84 か国中 65か国の大多数の人が、アメリカ合衆国が最大の脅威だと答えてい
ます。 



さらに 10か国(ほぼすべてヨーロッパ)がロシアを最大の脅威としています。
西アジアと北アフリカの 7国はイスラエルと答えた。イスラエルはイランと言
いました。日本は中国と言いました。 

自国に米軍基地を置くべきか 

 
           いいえ        はい 

民主主義認識指数もまた、97か国の人々を対象に調査を行い、アメリカが
「自国に軍事基地を置くべきだと思うか」と尋ねました。 

86 か国のほとんどの人が「いいえ」と答えました。 

調査対象 97か国のうち、イスラエル、ポーランド、プエルトリコ、韓国の 4
か国のみが米軍基地を明確に支持しました。 

 
調査によると、アメリカ合衆国に対する世論も急激に低下しています。 



民主主義認識指数(Democracy Perception Index)によると、調査対象国の
74%で米国は純粋に否定的な認識を持っている。 

アメリカはイスラエル、ドミニカ共和国、ジョージア、ナイジェリアなど、ほ
んの一部国でしか人気がありませんでした。 

アメリカはヨーロッパ、西アジア、北アフリカ、アジア太平洋地域で最も嫌わ
れています。 

 



 

対照的に、調査では中国が世界中でますます人気を集めていることがわかりま
した。 

 

 



 

調査対象 83か国のうち 63か国の大多数の人が、アメリカよりも中国を好む
と答えています。 

報告書は、米国がイスラエル、日本、韓国、台湾、ウクライナで最も高い支持
率を持っていると指摘しているが、これらは「例外」であると述べている。 

中国は特に西アジア、北アフリカ、サハラ以南アフリカ、ヨーロッパ、アジア
太平洋地域で人気がありました。 



 

 

さらに、この調査は 98か国の人々にアメリカのイラン戦争についてどう思う
かを尋ねました。(調査は 2026 年 3月 19 日から 4月 21日まで実施され、米
国は 2月 28日に一方的にイランに対する侵略戦争を開始しました。) 

98 か国中 41か国がイランを支持した。アメリカ側につくと答えたのはわずか
28社です。(残りの 29は分断されていたり、はっきりしなかった。) 



 

 

民主主義認識指数はまた、98か国の人々にイスラエルまたはパレスチナを支
持するかどうかを尋ねました。 

わずか多数派、98人中 51人がパレスチナを支持していると答えた。イスラエ
ルを支持する国はわずか 17か国です。 



イスラエルはウクライナ、アメリカ、ドミニカ共和国、ジョージア、パナマで
最高レベルの支持を得ています 

調査で尋ねられたもう一つの質問は、人々が自国が「正しい方向に向かってい
る」と思うかどうかでした。 

最も楽観的な国は中国でした。 

 

西半球で大多数の人々が賛成した国はエルサルバドルとニカラグア(革命的な
サンディニスタ戦線が統治)だけでした。 
楽観的な見方が最も低いのはフランス、プエルトリコ、レバノン、ドイツ、ナ
イジェリアでした。 

 


